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                                                             令 和 ８ 年 10月  日 

適期収穫で高品質大豆を 
目指そう！  
 
 

〇 成熟期は平年並みの見込みです。 
 
 
 
 
 
 

 
 
〇 登熟はほ場間差があるため、黄化率・落葉株率から成熟期を予想し

ましょう。成熟期は、黄葉期（ほ場内の 80～ 90％の葉が黄化した

時）からおおむね 15 日後（里のほほえみは 18 日後）頃です。 

 

〇 収穫の際は、必ず茎や子実の水分を確認して適期に収穫しましょう。 

 

〇 刈遅れは、しわ粒の発生を助長させます。登熟のばらつきを考慮し、

適期に収穫できるよう作業計画を立てましょう。 

 

 

１ 収穫前 

（1）ほ場内の雑草や青立ち株の抜き取り 

雑草や水分の高い茎から出た汁が子実に付着することで、汚粒が発生する。 

そのため、収穫前に雑草や青立ち株を抜き取って汚粒の発生を防止する。 
 

ヨウシュヤマゴボウ（赤紫色）とイヌホオズキ（青紫色）は毒性をもち、果実汁の付着した大豆は

汚粒となるだけでなく農産物検査の対象外となるので、収穫作業前に必ず抜き取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡農業普及指導センター 

大豆情報 No.４ 

ヨウシュヤマゴボウ イヌホオズキ 

代表電話 0258-38-2557 
E-mail    ngt111440@pref.niigata.lg.jp 

葉の黄化率からみた本年の成熟期のめやすと収穫適期（９月25日現在） 

 
品種 は種時期

成熟期
（めやす）

収穫適期

標準まき(５/27～６/10) 10月15～19日

遅まき(６/15) 10月20～22日

里のほほえみ 標準まき(６/７) 10月25日

エンレイ  成熟期当日～
 成熟期後15日頃
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２ 適期収穫 

（1）収穫期の判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンレイの黄化率・落葉株率から見た成熟期前日数のめやす 

※里のほほえみは表の日数から３日程度遅れる 

黄化率（１株内で黄色になった葉の割合）  落葉株率（ほ場内で葉柄も含め、落葉した株の比率） 

 

 

 

 

 

 

 

葉の損傷や早期落葉で黄葉期を判断できない場合は、莢や茎の熟色、子実水分から成熟の進

みを確認しましょう。 

 

 

（2）茎水分、子実水分による収穫期の判定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 茎水分のめやす(茎の色で判断) 

                      収穫まだ早い                          収穫適期 

     

 

 

 

 

 

 茎水分 

 

 

 

 

 

 

    70％      70～65％    65～60％ 

 

 

 

 

 

 

    60～50％     50％以下 

外観    茎に緑色  茎全体が黄色  茎が褐色を 

   が残る            呈し、一部に 

                             黄色が残る 

    茎全体が   茎に黒色斑 

    褐色     が目立つよ 

               うになる 

黄葉期 

 

80～90％の葉が

黄化した時 

成熟期（収穫始め） 

80～90％の莢が褐変

し、振るとカラカラ音

がする。 

 
 

 

↑莢表面に線（莢内皮

の割れ）が見える 

収穫晩限 

・成熟期後15日頃まで

に収穫 

・亀甲じわ粒の発生を

防ぐため刈遅れない 

エンレイ 

約15日後 

里のほほほえみ 

約18日後 

 

落葉株率
（％）

成熟期前
日数

20 11
40 9
60 7
80 5

 

 

 

    

黄化率（％）
成熟期前

日数
10 22
30 20
50 18
70 16

80～90 15
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◆ 子実水分のめやす (豆の硬さで判断) 

 収穫にはまだ早い 収穫開始 収穫適期 

子実水分（％） 40 20 20未満 

子実の状態 豆が膨らんでいる 締まっているが、指

で掴み力を入れると

変形する 

硬く締まっており、爪

をたてると僅かに傷が

つく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）天候に合わせた収穫時刻 

汚粒の程度は、日中の子実水分の増減に伴って変化し、当日や前日までの気象条件に左右

される。汚粒の発生しやすい時刻を避け、必ず試し刈りを行い、汚粒が発生しないことを確

認する。 

 
 

     

 

 

 

※前々日にかなりの降雨があった場合は作物水分が高く、作業が不可能な場合がある。 
 

（4）土砂かきこみ防止対策 

刈り取りの高さに注意し、土砂のかき込みを防止する。土砂のかき込みに気づいたら、

汚粒発生を最小限にとどめるため、エンジンを止めてすぐに土砂を取り除く。 

３ 乾燥 

○ しわ粒を防ぐため、子実水分が20％になるまでは常温乾燥とし、20％以下になってから

加温する。送風温度は気温プラス10℃未満とし、30℃を超えないようにする。 

○ 平型乾燥機を使用する場合は、乾燥途中で撹拌する。 
 

収穫前日の天気 収穫当日の天気 収穫時間帯 

晴れ 

晴れ 

雨 

晴れ 

曇り 

晴れ 

11時～17時頃 

11時～15時頃 

作業が不可能な場合がある 

秋の農作業安全特別運動実施中 『 見直そう！ 作業手順と安全意識 』 

図3　植物体水分及び亀甲じわ発生の推移
（2004～2006年平均,縦棒は標準偏差)
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は、しわ粒の発生である。 

成熟後、収穫が遅くなると亀甲

じわ粒が増加する。亀甲じわ粒の

発生を軽減するには、成熟が早い

ほ場から適期に収穫を開始するこ

とが重要となる。 


